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高 等 学 校 における水 圏 環 境 教 育 実 践 	 
̶ながとふるさと緑 化 プロジェクト- 	 
安 	 部 	 	 豊 (山 口 県 立 水 産 高 等 学 校 ) 	 
	 
１ ． 現 在 の 学 校 の 状 況 	 
	 本 校 は 山 口 県 長 門 市 仙 崎 に あ る 県 内 唯
一 の 水 産 高 校 と し て 70 余 年 の 歴 史 を 刻 ん
で き た 。本 校 に は 海 洋 技 術 科 と 海 洋 科 学 科
が あ り 、２ 年 次 よ り 海 洋 技 術 科 は 航 海 コ ー
ス と 機 関 コ ー ス 、海 洋 科 学 科 は 資 源 管 理 コ
ー ス と 食 品 工 学 コ ー ス に 分 か れ る 。海 洋 技
術 科 に は 専 攻 科 (航 海 科 ・ 機 関 科 )が あ る 。	 
実 習 船 は 本 年 度 就 航 し た 山 口・福 岡・長
崎 の 三 県 で 共 同 運 行 す る 大 型 実 習 船 「 海 友 丸 （ 698 ト ン ） 」 、 ク ル ー ザ ー タ イ プ
の 実 習 船 「 す い こ う （ 19 ト ン ） 」 が あ る 。 他 に 漁 船 型 実 習 船 「 周 陽 丸 」 、 小 型 モ
ー タ ー ボ ー ト 「 海 洋 」 が あ る 。 	 
平 成 20 年 度 よ り 、 文 部 科 学 省 と 水 産
庁 の 共 同 事 業「 地 域 産 業 の 担 い 手 育 成 プ
ロ ジ ェ ク ト 」事 業 の 研 究 指 定 を 受 け 、「 水
産 や ま ぐ ち 人 材 育 成 プ ロ ジ ェ ク ト 事 業 」
に 取 り 組 ん で い る 。 	 
本 校 は 201 1 年 度 に 市 内 の 大 津 高 等 学
校 、日 置 農 業 高 等 学 校 と の 三 校 で 合 併 し
て 、 「 大 津 緑 洋 高 等 学 校 」 と し て 新 た に 出 発 す る 。 新 高 校 で は ３ つ の 既 存 の 校 舎
を そ の ま ま 利 用 し 、 本 校 は 「 水 産 キ ャ ン パ ス 」 と 名 前 を 変 え る が 海 洋 技 術 科 と 海
洋 科 学 科 は そ の ま ま 新 高 校 へ と 引 き 継 が れ る 。 	 
今 回 紹 介 す る 事 例 は 本 校 の 部 活 動 で あ る 「 水 産 科 学 部 」 の 取 り 組 み で あ る 。 	 
	 
２ ． 地 域 貢 献 活 動 の 実 際 	 
近 年 、 磯 焼 け は 全 国 的 な 問 題 に な っ て い る が 、 長 門 市 の 沿 岸 域 で も 磯 焼 け が 進
行 し 、魚 介 類 の 水 揚 げ も 年 々 減 少 し て い る 。私 は 平 成 13 年 に 水 産 高 校 に 着 任 し て
大 型 実 習 船 ｢海 友 丸 ｣  
山 口 県 立 水 産 高 等 学 校 正 面  
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水 産 科 学 部 の 顧 問 に つ い た と き か ら 磯 焼 け の 解 消 と 藻 場 造 成 の 研 究 を し た い と 考
え て い た 。 は じ め の 5 年 間 は 部 員 達 と 一 緒 に 研 究 の 合 間 に 磯 焼 け に 関 す る 情 報 を
収 集 し 、準 備 を 進 め て き た 。そ し て 平 成 18 年 度 か ら 山 口 県 宇 部 市 在 住 の 無 有 産 研
究 所 代 表 	 杉 本 幹 生 先 生 の 技 術 指 導 の 元 、 杉 本 先 生 が 考 案 さ れ た 「 水 中 で 鉄 イ オ
ン を 発 生 さ せ る 技 術 」 を 海 藻 や 植 物 プ ラ ン ク ト ン の 増 殖 に 利 用 す る 研 究 を 行 っ て
い る 。 過 去 ５ 年 間 の 研 究 で 鉄 イ オ ン が 実 際 の 海 域 で の 海 藻 の 成 長 促 進 に 効 果 が あ
る こ と を 確 認 し た 。 昨 年 度 か ら は 杉 本 先 生 の 許 可 を 得 て 「 義 務 教 育 年 齢 以 下 の 教
育 機 関 及 び 非 営 利 の 公 共 的 団 体 」 に 限 定 し て 、 未 利 用 資 源 の 「 使 用 済 み カ イ ロ 」
を 主 原 料 と す る 鉄 イ オ ン 溶 出 体 「 鉄 炭 団 子 」 の 製 作 方 法 を 公 開 し 、 長 門 市 内 で 普
及 す る 活 動 を 実 施 し て い る 。 	 
こ の 活 動 で は 、海 に 鉄 イ オ ン を 供 給 し て 海 藻 と 植 物 プ ラ ン ク ト ン の 増 殖 を 助 け 、
温 暖 化 ガ ス で あ る CO 2 を 効 率 よ く 固 定 で き る 。 同 時 に 藻 場 造 成 も で き る た め 、 現
在 全 国 的 に 問 題 と な っ て お り 水 産 庁 も 取 り 組 ん で い る 海 の 「 磯 焼 け 」 現 象 の 改 善
の た め の 手 法 と し て も 有 効 で あ る 。 	 
実 施 に あ た っ て は 水 産 科 学 部 が 長 門 市 役 所 と 長 門 市 商 工 会 議 所 、 山 口 県 漁 協 、
長 門 市 教 育 委 員 会 に 環 境 教 育 プ ロ グ ラ ム 「 な が と ふ る さ と 緑 化 プ ロ ジ ェ ク ト 」 を
提 案 し 、 長 門 市 で 産 官 学 が 連 携 し た 環 境 教 育 プ ロ グ ラ ム と し て 展 開 し て い る 。 本
プ ロ ジ ェ ク ト の 柱 は 「 藻 場 造 成 に よ る 温 室 効 果 ガ ス の 削 減 と 漁 業 の 活 性 化 、 そ し
て 地 域 の 環 境 教 育 」 で あ る 。 具 体 的 な 活 動 と し て 以 下 の こ と に 取 り 組 ん で い る 。  
( 1 )使 用 済 み カ イ ロ の 回 収  
( 2 )鉄 炭 団 子 の 製 作  
( 3 )鉄 炭 団 子 の 設 置  
そ れ ぞ れ に つ い て 説 明 す る 。  
 
( 1 )使 用 済 み カ イ ロ の 回 収  
使 用 済 み カ イ ロ の 回 収 を 広 く 長 門 市 民 に 呼 び か け る こ と で 、 市 民 の 海 洋 環 境 に
対 す る 興 味 関 心 を 引 き 出 す と と も に 環 境 保 護 の 意 識 を 高 め る こ と を 目 的 と し 、 3
年 に 渡 っ て 取 り 組 ん で い る 。  
○ 平 成 2 0 年 度  
	 山 口 県 立 水 産 高 等 学 校 （ 生 徒 1 5 0 名 ） を 中 心 に 計 2 0 0 k g 回 収 し た 。  
○ 平 成 2 1 年 度  
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 長 門 市 の コ ミ ュ ニ テ ィ F M「 F M  A Q U A」 の 協 力 で 、 平 成 2 0 年 1 2 月 か ら 毎 日 、
使 用 済 み カ イ ロ 回 収 の 協 力 を 呼 び か け る C M を 放 送 し て い た だ い て い る 。 回 収 箱
は 長 門 市 役 所 、 商 業 施 設 、 温 泉 施 設 、 病 院 等 に 設 置 し て 回 収 し た 。 市 内 高 等 学 校
４ 校（ 生 徒 合 計 1 0 9 1 名 ）に も 協 力 頂 き 、合 計 5 0 0 k g の 使 用 済 み カ イ ロ を 回 収 し た 。  
○ 平 成 2 2 年 度  
平 成 2 1 年 の 協 力 先 に 加 え 、長 門 市 教 育 委 員 会 と 長 門 市 内 の 全 小 中 学 校（ 小 学 校
1 3 校 1 7 8 1 名 	 中 学 校 ８ 校 1 0 8 5 名 	 計 2 1 校 2 8 6 6 名 ） の 協 力 を 得 て 回 収 を 行 い 、
合 計 1 5 0 0 k g の 使 用 済 み カ イ ロ を 回 収 し た 。  
 
( 2 )鉄 炭 団 子 の 製 作  
市 内 の 小 中 学 校 と 漁 業 関 係 者 で 一 緒 に 製 作 し 、 児 童 生 徒 の 地 域 へ の 帰 属 意 識 や
環 境 保 護 へ の 興 味 関 心 を 高 め る こ と を 目 的 と す る 。  
鉄 炭 団 子 は 、 鉄 と 炭 素 を 海 水 （ 電 解 液 ） に 浸 す と 鉄 イ オ ン が 溶 出 す る 原 理 を 利
用 し て い る （ 杉 本 先 生 の 特 許 技 術 ） 。 目 的 の 海 域 に 一 定 の 量 の 使 用 済 み カ イ ロ を
設 置 す る た め 団 子 に 成 型 す る 方 法 を と っ て い る 。 成 型 時 の つ な ぎ に は 炭 水 化 物 を
使 用 し て お り 、海 に 設 置 後 数 日 で 分 解 さ れ る 。カ イ ロ の 安 全 性 は 実 証 さ れ て お り 、
カ イ ロ を 主 原 料 と す る 鉄 炭 団 子 か ら は 有 害 物 質 が 発 生 し な い の が 特 徴 で あ る 。 鉄
炭 団 子 は １ 個 で 約 １ 平 方 メ ー ト ル に 効 く の で 、 団 子 に 成 型 す る こ と で 撒 く 場 所 の
面 積 が 分 か れ ば 必 要 な 個 数 が 計 算 で き る と い う メ リ ッ ト が あ る 。  
ア 、 校 内 で の 取 り 組 み  
平 成 2 1 年 に 鉄 炭 団 子 製 作 手 順 の マ ニ ュ ア ル を 作 成 し た 。こ の マ ニ ュ ア ル を 元 に
海 洋 科 学 科 ２ 年 の L H R１ 時 間 を 利 用 し て 「 身 近 な も の を 利 用 し た 環 境 教 育 」 と い
う テ ー マ で 鉄 炭 団 子 作 り に 取 り 組 ん だ 。 感 想 で は 「 使 用 済 み カ イ ロ で 海 藻 が 増 や
せ る と 知 り 、 驚 い た 」 「 カ イ ロ と つ な ぎ の 分 量 は 工 夫 が 必 要 」 「 爪 の 間 に カ イ ロ
が 入 っ て 取 れ な か っ た 」 な ど の 意 見 が あ っ た 。 こ れ ら の 意 見 を 元 に 手 順 を 細 か く
見 直 し て マ ニ ュ ア ル を 完 成 さ せ た 。  
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 海 洋 科 学 科 ３ 年 	 L . H . R で の 取 り 組 み  
 
イ 、 校 外 で の 取 り 組 み  
完 成 し た マ ニ ュ ア ル を 元 に 、 平 成 2 1 年 度 ～ 2 2 年 度 に か け て 、 長 門 市 教 育 委 員
会 と 市 内 小 中 学 校 校 長 会 の ご 協 力 で 、 小 学 校 ３ 校 、 中 学 校 ２ 校 を 対 象 に 計 ４ 回 、
鉄 炭 団 子 の 製 作 を 環 境 教 育 と し て 実 施 し た 。  
○ 第 １ 回  
日 	 	 時 	 平 成 2 2 年 1 月 2 8 日 （ 木 ） 1 4 : 1 0～ 1 7 : 0 0  
場 	 	 所 	 長 門 市 立 神 田 小 学 校 	 多 目 的 ホ ー ル  
対 	 	 象 	 長 門 市 立 神 田 小 学 校 ６ 年 生  
参  加  者 	 杉 本 幹 生 先 生 	 ６ 年 生 児 童  1 1 名 	 山 口 県 漁 協 黄 波 戸 支 店 海 士 組 合
漁 師  1 1 名  
	 水 産 科 学 部 生 徒  ３ 名 	 神 田 小 学 校 教 員  ２ 名 	 長 門 市 水 産 課  １ 名  
	 	 長 門 市 教 育 委 員 会  １ 名 	 山 口 県 漁 協 通 支 店 漁 師  ２ 名 	 東 京 海 洋 大
学 関 係 者  １ 名  
	 	 水 産 高 校 教 諭 	 安 部 豊 	 そ の 他  ５ 名 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 
計  3 9 名  
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活 動 内 容 	 杉 本 先 生 に よ る 鉄 炭 団 子 製 作 活 動 の 持 つ 意 義 の 説 明 の あ と 、 水 産 科
学 部 生 徒 に よ る プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン と 鉄 炭 団 子 の 製 作 。 使 用 済 み カ イ
ロ を 1 2 0 k g 使 用 し て 、 1 4 8 8 個 の 鉄 炭 団 子 を 製 作 。  
備 	 	 考 	 地 域 漁 業 者 と 小 学 生 の 交 流 の き っ か け と な っ た 。 実 施 後 、 地 域 で の
挨 拶 が 増 え た と の 声 が あ っ た 。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
長 門 市 立 神 田 小 学 校 で の 活 動 の 様 子  
○ 第 ２ 回  
日 	 	 時 	 平 成 2 2 年 2 月 1 5 日 （ 月 ） 1 4 : 0 0～ 1 7 : 0 0  
場 	 	 所 	 長 門 市 立 通 小 学 校 	 工 作 室  
対 	 	 象 	 長 門 市 立 通 小 学 校 ５ ・ ６ 年 生  
参  加  者 	 杉 本 幹 生 先 生 	 ５ ・ ６ 年 生 児 童  1 2 名 	 山 口 県 漁 協 通 支 店 海 士 組 合
漁 師  2 0 名  
	 水 産 科 学 部 生 徒  ２ 名 	 通 小 学 校 教 員  ４ 名 	 長 門 市 教 育 委 員 会  １
名 	 長 門 市 議 会 議 員  ６ 名  
	 	 水 産 高 校 教 諭 	 安 部 豊 	 そ の 他  １ 名 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 
計  4 8 名  
活 動 内 容 	 杉 本 先 生 に よ る 鉄 炭 団 子 製 作 活 動 の 持 つ 意 義 の 説 明 の あ と 、 水 産 科
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学 部 生 徒 に よ る プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン と 鉄 炭 団 子 の 製 作 。 使 用 済 み カ イ
ロ を 1 1 0 k g 使 用 し て 、 1 2 6 3 個 の 鉄 炭 団 子 を 製 作 。  
備 	 	 考 	 前 日 か ら 漁 業 者 が 会 場 準 備 を 行 い 、 児 童 と 顔 見 知 り に な っ て い た た
め 、 和 気 藹 々 と し た 雰 囲 気 で 活 動 で き た 。 活 動 に は 長 門 市 議 会 議 員 の
方 も 参 加 し た 。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
長 門 市 立 通 小 学 校 で の 活 動 の 様 子  
○ 第 ３ 回  
日 	 	 時 	 平 成 2 2 年 2 月 2 3 日 （ 木 ） 1 3 : 5 0～ 1 6 : 0 0  
場 	 	 所 	 長 門 市 立 菱 海 中 学 校 	 体 育 館  
対 	 	 象 	 長 門 市 立 菱 海 中 学 校 １ 年 生 ・ 長 門 市 立 向 津 具 中 学 校 １ 年 生  
参  加  者 	 杉 本 幹 生 先 生 	 中 学 １ 年 生  4 9 名（ 菱 海 中 学 校 4 0 名 	 向 津 具 中 学 校
９ 名 ） 	 久 津 地 区 漁 師  ２ 名  
	 	 	 	 	 	 水 産 科 学 部 生 徒  １ 名 	 中 学 校 教 員  ６ 名 	 保 護 者  ７ 名 	 水 産 高 校
教 諭 	 安 部 豊 	 	 	 計  6 7 名  
活 動 内 容 	 杉 本 先 生 に よ る 鉄 炭 団 子 製 作 活 動 の 持 つ 意 義 の 説 明 の あ と 、 水 産 科
学 部 生 徒 に よ る 環 境 教 育 の プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン と 鉄 炭 団 子 の 製 作 。 使
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用 済 み カ イ ロ を 1 0 0 k g 使 用 し て 1 6 4 6 個 の 鉄 炭 団 子 を 製 作 。  
備 	 	 考 	 ２ 校 は 2 0 1 0 年 春 に 合 併 。ふ た つ の 学 校 の 最 後 の 交 流 行 事 と し て こ の
取 り 組 み を 選 ん で い た だ い た 。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
長 門 市 立 菱 海 中 学 校 ・ 長 門 市 立 向 津 具 中 学 校 の 活 動 の 様 子  
○ 第 ４ 回  
日 	 	 時 	 平 成 2 2 年 4 月 3 0 日 （ 木 ） 1 4 : 1 0～ 1 7 : 0 0  
場 	 	 所 	 長 門 市 立 向 津 具 小 学 校 	 体 育 館  
対 	 	 象 	 長 門 市 立 向 津 具 小 学 校 ５ ・ ６ 年 生  
参  加  者 	 杉 本 幹 生 先 生 	 ５・６ 年 生 児 童  1 6 名 	 向 津 具 小 学 校 教 員  ３ 名 	 山
口 県 漁 協 大 浦 支 店 漁 師  １ 名  
	 	 	 	 	 	 保 護 者  ３ 名 	 水 産 高 校 教 諭 	 安 部 豊 	 そ の 他  ４ 名 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 
計  2 8 名  
活 動 内 容 	 杉 本 先 生 に よ る 鉄 炭 団 子 製 作 活 動 の 持 つ 意 義 の 説 明 の あ と 、 水 産 高
校 教 諭 に よ る プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン と 鉄 炭 団 子 の 製 作 。 使 用 済 み カ イ ロ
を 8 0 k g 使 用 し て 約 1 0 0 0 個 の 鉄 炭 団 子 を 製 作 。  
備 	 	 考 	 イ ギ リ ス か ら の A L T が 参 加 し 、 国 際 交 流 に も な っ た 。  
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長 門 市 立 向 津 具 小 学 校 で の 活 動 の 様 子  
※ 	 鉄 炭 団 子 の 製 作 に 携 わ っ た 方 	 ・ ・ ・ 	 の べ 1 8 2 名 （ 事 前 準 備 等 の 参 加 者 は
含 ま ず ）  
 
○ 実 施 後 の 参 加 者 の 感 想  
「 私 は 海 に 藻 が な く な っ て い る こ と を 知 り ま せ ん で し た 。 で も 今 日 、 鉄 炭 団 子 を
作 っ た の で 海 に 藻 が 増 え る と い い な と 思 い ま す 。 」 （ 小 学 校 児 童 の 感 想 ）  
 
「 鉄 炭 団 子 が 何 で 必 要 な の か 、 藻 が は え な い 理 由 な ど 、 説 明 が と て も 分 か り や す
か っ た で す 。 植 物 が な い と 、 そ れ を 食 べ る 小 さ い 魚 、 そ の 小 さ い 魚 を 食 べ る 大 き
い 魚 が 来 な い の で 、 藻 は 大 切 な ん だ な あ と 思 い ま し た 。 （ 中 略 ） 毎 年 使 っ て 、 捨
て る カ イ ロ が 藻 を 増 や す の に と て も 役 に 立 つ な ん て 知 り ま せ ん で し た 。 私 た ち が
つ く っ た 鉄 炭 団 子 で 、黄 波 戸 の 海 に た く さ ん 藻 が は え て 、魚 が 来 て ほ し い で す 。」
（ 小 学 校 児 童 の 感 想 ）  
「 地 域 の 人 も 来 て く だ さ っ て 一 緒 に 班 で 楽 し く 作 れ ま し た 。 み ん な で つ く る 楽 し
い 場 と な り ま し た 。 早 く 海 に 海 藻 が 増 え て き れ い に な っ て 、 魚 に 戻 っ て き て も ら
い た い で す 。 自 分 の 家 で 家 族 の 人 や 地 域 の 人 と も 一 緒 に つ く っ て 、 家 が 海 の 近 く
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な の で ま い て 、 そ こ に も 魚 が 増 え て ほ し い で す 。 」 （ 小 学 校 児 童 の 感 想 ）  
「 今 日 つ く っ た 団 子 が 海 に ま か れ る と ど う な る ん だ ろ う と ワ ク ワ ク し ま す 。」（ 小
学 校 児 童 の 感 想 ）  
( 3 )鉄 炭 団 子 の 設 置  
漁 業 者 や ボ ラ ン テ ィ ア の 協 力 で 鉄 炭 団 子 を 効 率 的 に 海 に 設 置 し た 。 設 置 の 際 に
は 同 時 に 環 境 調 査 を 行 い 、 海 の 現 状 を 確 認 、 記 録 し た 。 な お 、 鉄 炭 団 子 の 設 置 に
あ た っ て は 、 山 口 県 農 林 水 産 部 、 山 口 県 環 境 生 活 部 廃 棄 物 ・ リ サ イ ク ル 対 策 課 、
長 門 環 境 保 健 所 、 海 上 保 安 部 、 山 口 県 漁 協 各 支 店 の 承 認 を 受 け て 実 施 し て い る 。  
○ 第 １ 回  
	 日 	 	 時 	 平 成 2 2 年 2 月 1 4 日 （ 日 ） 9 : 0 0～ 1 1 : 0 0  
	 場 	 	 所 	 長 門 市 日 置 上 黄 波 戸 手 長 付 近  
	 参  加  者 	 山 口 県 漁 協 黄 波 戸 支 店 海 士 組 合 漁 業 者 	 ５ 名 	 水 産 高 校 教 諭 	 安 部
豊 	 	 	 	 	 	 	  計  ６ 名  
	 活 動 内 容 	 漁 船 ３ 隻 に よ る 海 域 へ の 設 置 。  
	 備 	 	 考 	 長 門 市 立 神 田 小 学 校 ６ 年 生 が 製 作 し た 1 4 8 8 個 の 鉄 炭 団 子 を 設 置 し
た 。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
海 士 組 合 漁 業 者 に よ る 設 置 活 動 の 様 子  
○ 第 ２ 回  
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 日 	 	 時 	 平 成 2 2 年 4 月 1 日 （ 木 ） 9 : 0 0～ 1 1 : 0 0  
	 場 	 	 所 	 長 門 市 通 沖  
	 参  加  者 	 山 口 県 漁 協 通 支 店 海 士 組 合 漁 業 者 	 ２ 名 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  
計  ２ 名  
	 活 動 内 容 	 漁 船 １ 隻 に よ る 海 域 へ の 設 置 。  
備 	 	 考 	 長 門 市 立 通 小 学 校 ５・６ 年 生 が 製 作 し た 1 2 6 3 個 の 鉄 炭 団 子 を 設 置 し
た 。  
 
○ 第 ３ 回  
	 日 	 	 時 	 平 成 2 2 年 4 月 3 日 （ 土 ） 9 : 0 0～ 1 3 : 0 0  
	 場 	 	 所 	 長 門 市 油 谷 ボ ニ ー ベ イ ・ シ ー カ ヤ ッ ク セ ン タ ー 沖 （ 油 谷 湾 ）  
	 参  加  者 	 杉 本 幹 生 先 生 	 水 産 科 学 部 生 徒 	 ２ 名 	 ボ ラ ン テ ィ ア 1 3 名 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 
計  1 6 名  
	 活 動 内 容 	 シ ー カ ヤ ッ ク に よ る 海 域 へ の 設 置 。  
	 備 	 	 考 	 長 門 市 立 菱 海 中 学 校 と 向 津 具 中 学 校 の １ 年 生 が 製 作 し た 1 6 4 6 個 の
鉄 炭 団 子 を 設 置 し た 。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
水 産 科 学 部 生 徒 と ボ ラ ン テ ィ ア に よ る 設 置 活 動 の 様 子  
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○ 第 ４ 回  
	 日 	 	 時 	 平 成 2 2 年 5 月 9 日 （ 日 ） 1 3 : 0 0～ 1 5 : 0 0  
	 場 	 	 所 	 長 門 市 油 谷 大 浦 海 岸  
	 参  加  者 	 海 岸 清 掃 ボ ラ ン テ ィ ア に 集 ま っ た 全 国 の 方 	 	 約 2 0 0 名  
	 活 動 内 容 	 海 岸 清 掃 後 、 ボ ラ ン テ ィ ア の 方 で 海 岸 沿 い の 岩 礁 帯 に 鉄 炭 団 子 を 設
置 。  
備 	 	 考 	 長 門 市 立 向 津 具 小 学 校 ５・６ 年 生 が 製 作 し た 約 1 0 0 0 個 の 鉄 炭 団 子 を
設 置 し た 。  
 
３ ． 活 動 に 際 し て の 問 題 点  
本 活 動 の 実 施 規 模 が 拡 大 す る と 、 仙 崎 海 上 保 安 部 よ り 「 廃 棄 物 の 不 法 投 棄 に あ
た る 」 と の 指 摘 を 受 け る よ う に な っ た 。 そ こ で 山 口 県 農 林 水 産 部 、 山 口 県 環 境 生
活 部 廃 棄 物 ・ リ サ イ ク ル 対 策 課 、 長 門 環 境 保 健 所 、 山 口 県 漁 協 市 内 各 支 店 に 出 向
き 、 材 料 の 安 全 性 の 説 明 を 行 い 、 実 験 実 施 の 許 可 を い た だ け る よ う お 願 い し た 。
結 果 と し て 、 多 く の 機 関 は 「 私 た ち は 許 可 を 出 す 機 関 で は な い 。 水 産 高 校 の 実 験
と し て 海 域 で 実 施 さ れ る こ と に つ い て は 自 己 責 任 で 実 施 す る こ と 」 と い う 対 応 で
あ っ た 。山 口 県 環 境 生 活 部 廃 棄 物・リ サ イ ク ル 対 策 課 産 業 廃 棄 物 指 導 班 か ら は「 鉄
炭 団 子 を 用 い て 海 域 の 環 境 改 善 を 検 証 す る 目 的 で 実 施 さ れ る 当 該 研 究 は 、 廃 棄 物
処 理 を 目 的 に 行 う も の で は な い た め 、 廃 棄 物 処 理 法 の 適 用 を 受 け な い も の と 解 さ
れ る 。（ 2 0 1 0 . 3 . 5）」と の 見 解 を い た だ い た 。こ れ ら の 結 果 を 仙 崎 海 上 保 安 部 に 伝
え 、 水 産 科 学 部 の 実 験 と し て 鉄 炭 団 子 を 海 域 に 設 置 す る こ と の 許 可 を 得 た 。  
こ の よ う に 使 用 済 み カ イ ロ を 利 用 し た 環 境 改 善 活 動 の 実 施 は 環 境 教 育 と し て 波
及 効 果 が 非 常 に 大 き い が 、 実 施 に あ た っ て は 、 ま ず は 各 地 域 の 保 健 セ ン タ ー 等 に
確 認 を 行 っ て か ら 実 施 す る 必 要 が あ る 。 そ し て な に よ り 、 鉄 炭 団 子 を 設 置 す る 地
域 の 漁 協 お よ び 漁 業 者 と 信 頼 関 係 を 築 い て お く こ と が 重 要 で あ る 。 水 産 科 学 部 の
場 合 、 長 年 に 渡 っ て 市 内 の 漁 協 と 様 々 な 共 同 研 究 を 行 っ て お り 、 互 い に 信 頼 関 係
が あ る こ と が 海 上 保 安 部 か ら 許 可 を い た だ く 最 大 の 理 由 に な っ た こ と を 申 し 添 え
て お く 。  
 
４ ． 水 産 教 育 と 地 域 貢 献 活 動 の 未 来 展 望  
水 産 ・ 海 洋 教 育 の 一 環 と し て 「 使 用 済 み カ イ ロ 」 を 利 用 し た 活 動 を 市 民 に 提 案
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し 、 実 施 す る こ と で 長 門 の 海 の 現 状 に 関 心 を 持 っ て も ら い 、 地 域 へ の 帰 属 意 識 や
環 境 保 護 の 意 識 を 高 め る 効 果 を 期 待 し て 「 市 民 み ん な で 取 り 組 む 環 境 教 育 」 と 意
義 づ け て 活 動 を 展 開 し て き た 。  
海 藻 や 植 物 プ ラ ン ク ト ン は 光 合 成 を 行 っ て 成 長 す る 。 そ の 際 水 中 の C O 2 を 吸 収
す る の で 、 海 藻 や 植 物 プ ラ ン ク ト ン の 増 殖 は 温 室 効 果 ガ ス の 削 減 に つ な が る 。 海
藻 に 含 ま れ る 炭 素 は ほ ぼ す べ て 水 中 の C O 2 由 来 で あ る 。 よ っ て 海 藻 の 質 量 か ら 固
定 さ れ た C O 2 量 が 計 算 で き る 。 こ の 活 動 を 日 本 全 国 に 展 開 で き れ ば 、 そ の 海 域 で
繁 茂 す る 海 藻 の 種 類 と 面 積 （ 生 物 量 ） か ら １ 年 間 に 固 定 で き る C O 2 量 が わ か る 。
こ の 海 藻 を 利 用 （ ま た は 固 定 ） す れ ば 、 温 室 効 果 ガ ス が 削 減 で き る 。  
ま た 、 増 え た 海 藻 や 植 物 プ ラ ン ク ト ン は 、 他 の 生 物 の エ サ と な る 。 こ の う ち 、
カ キ や ホ タ テ 、 ア サ リ な ど の 二 枚 貝 は 植 物 プ ラ ン ク ト ン を エ サ と し 、 サ ザ エ や ア
ワ ビ な ど の 巻 き 貝 は 海 藻 を エ サ と し て 、 取 り 込 ん だ 炭 素 を 炭 酸 カ ル シ ウ ム の 殻 に
作 り 替 え て 固 定 す る 。 日 本 全 国 の 貝 類 の 養 殖 業 者 が １ 年 間 に 出 荷 ・ 廃 棄 す る 殻 の
質 量 を 数 値 化 で き れ ば 温 室 効 果 ガ ス の 削 減 量 が 求 め ら れ る と 考 え る 。 貝 殻 を 純 粋
な 炭 酸 カ ル シ ウ ム と 考 え る と 、 そ の 質 量 の う ち 固 定 さ れ た C O 2 量 は 約 4 4 %、 炭 素
量 で は 約 1 2 %で あ る 。 殻 は 水 中 に 廃 棄 す る と 溶 失 し て し ま う が 、 セ メ ン ト 原 料 や
建 材 な ど に 利 用 す れ ば 長 期 に 渡 り 温 室 効 果 ガ ス を 固 定 で き る 。 C O 2 を 排 出 す る 企
業 各 社 が カ ー ボ ン オ フ セ ッ ト の 手 法 の ひ と つ と し て こ の 取 り 組 み に 協 力 し て い た
だ き 、 環 境 省 と 水 産 ・ 海 洋 系 高 等 学 校 、 大 学 、 各 種 研 究 機 関 が 連 携 す れ ば 、 海 洋
を 利 用 し た 温 室 効 果 ガ ス の 削 減 量 の 数 値 化 は 可 能 と 考 え る 。 限 ら れ た 国 土 で あ る
日 本 に お い て 陸 上 で の 温 室 効 果 ガ ス 削 減 の 取 り 組 み に は 限 界 が あ る が 、 四 方 を 囲
む 海 洋 を 利 用 す る こ と こ そ 日 本 が 世 界 に 先 駆 け て 研 究 し 開 拓 す べ き 領 域 で あ る と
考 え る 。  
こ れ ま で 活 動 を 長 門 市 内 に 限 定 し て 実 施 し て き た が 、 県 外 か ら の 問 い 合 わ せ も
増 え て お り 、 取 り 組 み に 対 す る 注 目 度 が 高 ま っ て い る こ と を 実 感 し て い る 。 今 後
は 杉 本 先 生 の ご 指 導 の 元 、 「 義 務 教 育 年 齢 以 下 の 教 育 機 関 及 び 非 営 利 の 公 共 的 団
体 」 に 限 定 し て 、 未 利 用 資 源 の 「 使 用 済 み カ イ ロ 」 を 主 原 料 と す る 鉄 イ オ ン 溶 出
体 「 鉄 炭 団 子 」 の 製 作 を 全 国 に 普 及 さ せ る 活 動 を 実 施 し て い く 予 定 で あ る 。  
ま た 、 海 洋 を 利 用 し た 温 室 効 果 ガ ス の 削 減 量 の 数 値 化 に つ い て は 、 東 京 海 洋 大
学 と 連 携 し て 研 究 を 行 う 予 定 で あ る 。  
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‐ 	 T h i n k  G l o b a l l y  ,  A c t  L o c a l l y． ‐  
 
「 地 球 温 暖 化 や 磯 焼 け な ど の 環 境 問 題 を 地 球 的 規 模 で 考 え 、 自 分 た ち の 身 近 な と
こ ろ か ら 行 動 し よ う 」  と い う 意 味 の 言 葉 で あ り 、 水 産 科 学 部 の 合 い 言 葉 で あ る 。
今 、 私 た ち に で き る こ と は 何 か を い つ も 考 え 、 行 動 で き る 人 間 に な れ る よ う 、 生
徒 ・ 教 員 共 々 こ れ か ら も 研 究 を 続 け て い く 。  
「 な が と ふ る さ と 緑 化 プ ロ ジ ェ ク ト 」 は 山 口 県 の 小 さ な ま ち で 始 ま っ た 取 り 組
み で あ る が 、 こ の 取 り 組 み が 日 本 中 に 広 が っ て い く こ と を 切 に 希 望 し て い る 。  
